第２号様式（第７条、第１０条関係）

事 業 ・変 更 事 業 計 画 書（農林水産物ブランディング支援事業）

１　事業概要
（1）本事業の目的、背景（課題）




（2）事業内容




（3）事業の方法（どのように課題を解決するか）




（4）スケジュール（補助対象年度内の具体的なスケジュール）




２　事業（商品・サービス等）の独自性・優位性
（1）商品・サービス等の特徴（味、製法、機能性、デザインなど差別化のポイントや、どのような付
加価値が提供できるか）
　　　　
　　　　
　　　　
　　　　
（2）既存の類似商品や競合他社と比べた自社の強み




３　市場ニーズ
（商品やサービス等にどのようなニーズがあるか、市場や消費者の動向を踏まえて記入してください）




４　新規性
（これまでの取組みや一般的な手法と異なり、新しい挑戦と言える要素）




５　事業計画（費用対効果）
（1）売上目標
　　　（単位：千円）
	商品等
	補助対象
年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度
	令和　年度

	
	
	
	
	
	
	　

	
	
	
	
	
	
	


■積算根拠（使用する一次産品の量や金額がわかるように記載すること）




（2）補助対象年度の成果目標




　（3）補助対象年度終了後の成果目標（5年後まで）




（4）想定している販路等（具体的な営業戦略、販売・運営体制、販路等）





６　本市農林水産業への寄与
（本市農林水産物のブランド価値や認知度向上の効果など）








[備考]  この様式により難いときは、この様式に準じた別の様式を使用することができる。
　　　 事業計画書の作成にあたっては、図・グラフ・表を使用するなど見やすく記載すること。
必要に応じて枠を広げて使用すること。
[bookmark: _GoBack]　　　 Ａ４サイズ8枚以内を目安とすること。

